
 

夏の集い 2025の報告 
8 月 4 日（月）に東海大学 伊勢原キャンパス内で、日本衛

生学会若手研究者の会 夏の集い 2025 が大和田賢先生と夏の

集い委員会のメンバーの運営により開催された。今回は現地

開催とし、29 名の先生方にご参加いただいた。 

 本セミナーでは、教育講演として原田 浩二先生（京都府

立大学 生命環境科学研究科）に「私の研究キャリアと日本

衛生学会（ほか）：a personal relevance」というタイトル

で、ご自身の研究キャリアや経験談をご紹介していただき、

若手研究者へのメッセージをいただいた。 

若手研究者の発表会としては、平野  哲史先生（富山大

学）、丸尾 奈生先生（高知大学）、Sato Lincoln Tsuyoshi 先

生（高知大学）、原田 真里那先生（広島大

学大学院）、酒井 洸典先生（東海大学）に

ご発表いただき、時間の都合上、各演者へ

の質疑応答時間は限られていたが、活発な

意見交換が行われ、休憩時間や懇親会を利

用して相談する場面も見られた。 

 交流会では、昨年と同様に 1 min プレゼ

ンテーションが行われ、1 分間砂時計を気

にしながら発表する、若手のプレゼン力を鍛える

愉快な発表会となりました。 

 最後に、本セミナーにご参加いただいた先生

方、誠にありがとうございました。来年の夏の集

い（福井県、JR 福井駅周辺）のご参加もよろしく

お願い申し上げます。  
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第 96回日本衛生学会学術総会の若手研究者の会企画について 
 獨協医科大学・公衆衛生学講座 教授 小橋 元先生の運営による第 96 回日本衛生学会学術

総会（2026 年 3 月 19 日～21 日）が開催されます。若手研究者の会は、学会１日目に企画

１・２を下記の内容で開催します。衛生学エキスパートポイントの対象となっており、若

手に限定は一切しておりません。学会員の皆様、是非、ご参加ください。 

 

 

● 若手研究者の会企画１：シンポジウム（2026 年 3 月 19 日 14:00～15:30 第 1 会議室） 

「AI を用いた研究と教育の潮流 ― 衛生学分野における可能性と課題 ―」 

座長：藤原  悠基（群馬大学）、中下 千尋（熊本県立大学） 

 

演者：天野 出月（群馬大学・院・医学系研究科） 

「AI を用いた教育について」 

   大川 貴史（群馬大学・院・保健学研究科） 

「AI と数理モデリングによる身体活動評価と衛生学研究の新展開」 

   渡辺 和広（北里大学・医学部） 

「深層学習モデルを活用した労働者のモバイルヘルス介入」 

   髙田 宗樹（福井大学・院・工学研究科） 

「AI を用いたヘルスビッグデータ解析による疾患リスク評価と個別化予防戦略の構築」 

 

● 若手研究者の会企画２：交流会（2026 年 3 月 19 日 15:30～17:00 第 1 会議室） 

座長：北村 祐貴（自治医科大学） 

ポスターを使用した交流会を行います。自身の研究や研究以外の話題（キャリアパス・ラ

イフイベント、留学など）を紹介し、研究の実績を問わず、アイデアや思いを交える場を

設定したいと思います。 

 

● 若手研究者の会企画 3：ポスター発表（2026 年 3 月 20 日～21 日） 

学術総会 2 日目～3 日目のポスターセッションにおいて、若手研究者有志の会から現在ま

での活動軌跡を発表しますので、是非ご覧ください。 

  



世話人紹介 
 

   
 

 



OB・OG 世話人の紹介 
 

 
 

 



※最後に 

若手研究者の会への参加登録は随時募集しております。お知り合いの方でご興味がありそうな方

がおられましたら、是非、ご連絡をお願いします。なお、若手の会に年齢制限は設けておりませ

ん！若手研究者・ＯＢ・ＯＧ・衛生学研究にご興味のある非会員の方々の積極的なご参加をお待

ちしております。 

それでは、第 96 回日本衛生学会学術総会の定期会合（2026 年 3 月栃木県総合文化センター）で

お会いしましょう！！ 

 

------- 
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